
[見守り〈安鵠認ヱツクポイント I 
~ 現 2・4来 続 〈ももっ司自追とa加I~情s、報令官E・W聞tO込OみRfft陽，11線tのIi:...)

網間 .Iti径がない いつ宅~9H白隠に使用する手縛撃が:~Q

_11(スト 高野"が朱@IN.定まっている これまで新鶴等がたまることが燃かつだ

a<回目~> 電電誌をlIRらない d出歩折返しの型車活があった

-舗.> 雪国おを取らない 室内からゆ出奮がII!<:える

言E・tJ-予ツ・‘iJ5 JI~\ft:~まま・閉まコたまま 118開閉していた・重量目前から同じ伏11

決泡IJ T(されたまま 118l1R込んでいた

照鳴〈包囲炉〉 点いている 数日鎚から点~\ft:~まま

照明〈夜間〉 点いていない 1!8mlfJ'6織かない

ヱアコ~ø・ 穆.している 豊富B筒、 liiiillllllわず稼働していg

テレビ 曾がIiこえる 昼夜間わザ告が測とえる

官食!tーピス 主~IIIlMに自責・8れている 言y8に配達Zきれ1E.宅5のが望書っていg

..メーター IIJいている 潟機量宅E示，.自転車量の団総が蓬い

1.1.スメーター 鋤いている 集鱒問、働いていQ

d メータ四 働いていあ 療費審問.fJJいていQ

Jこ;aのチェックポイントは自安なので、判断{こは総合的な観点が邸震です。日ごろの見守り活

動の中から気づいたこと.1(1じたことが懸念重要なチェックポイントとなりま3れ重要なのは、

追加情報・鱒込み情報です。例えば、「訪問してち応答がないJという状況だけの渇合より「ももっ

ち使用しているはずの手押噂が蕊闘に置いてあるの!こJという追加情報がある湯合のほうが、よ

り危険度が薦いと判断でさま11".

r毎日とられていた新制や郵榎紛が定まっている.j f今日応限って、~灘絢が取り込まれていな
いJ など、 日いつもと調整う気むな~ザイジ広ピシと軍きだと@Jl には、「くるめ見守りぼっとラインJ

CC連絡くだまさい。

毎日

24時間
受信

M.'?l_._.量U~r.jjÎÞ_ja.li・E
くるめ・みまもり・ザン・キュー

・~・933 9 
※明らかな異常・興獲が艦われる揚舎は、

潟飴・ (119.>や醤療・ (110・〉 ヘ繁急連舗をまl

~ ~ーフコbニティ久留米

〈
3防毒量 輸 2鮮明術畑米市制髄制蹴糊膿

.鱈:0942-30-9唱74 FAX:0942ベ怨)-9715

この週憶は fくるめIft'ifり本ットワークJte:lIカしていただいている皆

さんに、見守り活動ゃ rくるめ見守りぼっとライジJへの渇績の状況など

毎お知ら営"f"~:eのです.

!:(ffl米市

イメーヲキ守ラタター

<f6";)~ 

[広がる見守りの輸 I 
rくるめ見守りぼっとうインJには、平成

251:手 12月258の開段以来、ljI~29年

1月来傍点で120件の遜績が窃ぜられまレ

だ。うち安否確認の通報f..)t82件、その他の

問い合わtさなどが38件でし去二週織のうち

命を毅うことができだのはア件でし1E..活殺

していただい記方の内訳はち図のとおりで

す。

..苦;18

通報者の内訳
ぞo他司。

民生Ji!JI主唱

組踊ぉ・鑓司:150

餓tJ.鎌者:50件 事事糧管 : 13件

民5主義貸 :21件 近鱗住民 :官 2件

続銭 : 14体 その他 : 10体

合計 : 120件
rくるめ見守りネットワ』クJの協力穆業者として、協定者E絡んでいただいた穆集者Icl:.平

成29年1月末時点で、 104~膨難者むなりましだ.協力事業者、民生委員、選勝住民の皆吉さ
んのt也、Is定をま絡んでいない事業者からも通絡が轡ぜられあなと、言言実に見守りの舗は広がっ

てい問。~

LιI r畑町瑚に南町J -Jl...細書舗に加て~

¥ノ

鈍富暗要撞聾者名簿とは.鈍害時要観煙者〈高齢者の砂の世宇野の方.要介曾3以上の方、-
な陣奮をお鰐ちの方などの在宅の人のうち、自力まだ陪己憲自震の自力による避費量が困鐙沼方〉広.
あらかじ硲宣録してい11e.だいだ情報を市と地鼠が共有い鈍書憶の選鑑情報伝達や安否確留など
の支濯に活用するだbの名鱒です.
お近〈にゆ配な.1.Jかいらっレゃっ定6.名簿量鰻を包めていだだき定いと思います.
名簿hの宣録申込みは、随時、地燭福他諌《泡42-30-9174)で受け付りています.



(さまざま樋報調ぜられています I 
今後の見守り活動。通報の隠の移考

位していただけるよう{こ、これまでfく

るめ見守りぼっとラインJIこ@ぜられ

だ通報の内密やその後の対応などをま紹

介レます。

ちレ，t;t.レたら・.. 

笛tJ.錐告の告から

く逼織の肉s>
配達レた隣国の弁当がそのまま残

っている.いっちなら.弁当がいら

ないときは連絡されQ方なので、 I~

Eだ.

く剣術の飴果〉

笛力自慎重義者、民生祭賞、讐察、市

で遺徳し、規湯を確認するZ主として

苅筋しましだ。関係孤島問の情報収集

の結果、銀銭の連絡先が分かりまレ

た。そして、組篠の了解を得て、開

量定すること1こなり、事療が入室しだ

ところ、室内で倒れている対象者が

発見されました.9ぐ1こ叙命処置が

行われ、数愈織送されました.

組態のおから

く通織の肉s>
熊2広治震のあとから、連絡が取れな

くなっている。治震で、何かあったの

ではないだろうかと、，~配している.

くまg，むの鎗果>

市から、民笠委員に費量近の状況を確

認しました.訪問してちらい、対象者

の無事名確認でき、結果を通報者に伝

えましだ.

民生鐙貨の方から

く遁織の~ø>
簸近、穏便物が溜まっており、獲を

見かtフなくなった.筋閉して宅56~が

なく、ちとちと患が不自由な'fjなので、

f~\配だ.

く対応の結果〉

民生委員と市が逮S隠して、現爆を確

認しまし足。 E男湯の状況から、不涯の

可能位が高いと判断し、メモを設国し

て、織予を見ることにしミましだ.

その後、民生委負から、近隣住民へ

の鯛さ込みなどのご協力をいただいた

結集、しばらく入院~ることになって

いたことが分かりZましだ.

後目、メモをま見たま3怠替から、的減

福祉課に連絡があり、日ごろの絶滅交

流の火切さ{こついて、淑めてお話する

こと1J令できましだ。

(研修会を実施しまほ 嗣:吉田京一氏 ; 

1J1成29~2月10目、得膿会社キーパーズ代袋叡鯵役ゆ信田太一氏宅EI尊師広迎え、協tJ

.幾轡や地震で見。り活・8を言されてい~皆さんを貴重織とし怠研修会を行いまし払

研修では、l!iEB氏が温品整理人として、こ

れまで1こ見聞きしてきた到立{むの欄勉、ぞれ

を引き起こしてしまう祉会の問題について、

体厳談を交えながら、講演いただきました.

E売をの社会情努をま踏まえ、ます、自分自身

が凱立しないために、やっておくべきことは

伺か。そして、組立してレまう方のゆ怖を狸

携し史上で、孤立etきないための支緩や工夫

むついて、教えていただき2ました。 鴎師:;お般会往*ーパーズ
代表取締役吉田太ー氏

また、滋立1lolt:1こ有紛なのt議、;:t.:-パ』ズ
作~のDVO r孤立死Jをま見るなどして、自

分自身で替え、行動巴つなげていくことだと

お箆ちありました。

受iI後のアンケートでは、 90%以上の方

が、 r興味深い内容であったJ、「今後の見守り

活動!こ役立つ~3であったJ とご回答いただ

きました。 f人間関係、家態のつながりの火切

êtJ峨~て罵畿でさたJ、 rijまずは、自分の釜
〈研修会の徹子〉当日は、約90名の方 活を見直すことから始めていき定bりなどの

にc・2問いただ@i去し，te.・ 怠見ち句tきられまじle..

[出繍座「勉域で孤立を防ごうJを実施しています ; 

市では、出前講座 r抵当担躍で源立署長防ごうJ警官実施しています。 5人以上のグループを対象

1こ、市E積債が鴇師をま務担Ö~ます.

まだ、也前講座では、キーパーズ作成のDVDr狐立死Jを視臓します。

r廻立しないだめにでさることJ、r狙立芝生tさないため!こでさることJを鎗繊の皆さんで話

し合い、事えてみまぜんか.

圃 ・〈鶴見守りネットワークの蜘

・OVDr孤宣死」の視扇

・地域で孤立を陪ぐために、私たちEでさることを

話レ合う

圃 ・極コミュニティ組筒、自治会‘

民生委員、ふれあいの会、

者人クラブ、サロンスタッフや，羽田言、

その他のグループ など


